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今回の図書館情報学実習では．目録作業や相互賃借など犠々 な業務を体験し！ました．今まで欝‘で学んだ
ことと，実際の現場での遣いや新たな発見．また質問するうちに気づいた事など．色々 と考えることが多い日々
でした．
目録作業では，夫量の図書を扱う文学図書館はNAOSISを利用することによって，作業が療になっているのだ
ということを実感できました。また．相互貸借でも， NACSIS寸Ll.で各文学図書館や国立国会図書館が協力しあ
うζとによってスムー ズに貨L借りができるようになった．というお話を聞き．実瞭に作業をしてみてIL:サー ビス
はとても便利なものでした．作集する側だけが剥用しやすいのではな〈．利用者もより図書館を使いやす〈なっ
たのではないかと思い．素晴らしいものだと思いました．
電子図書館係では．講韓で習ったζとがほとんど出てきたので理解しやすかったのですが．やはり憶えていな
いところもあり，震に帰って復習もしました。世の中がどんどん電子化していっていることに，園書館もついてい〈
のは大変なことだとは思いましたが．利用者やこれからの図書館を考えると避けられないことで，司書に求めら
れているのは図書に闘する知隙だけではないと改めて感じました．
図書受入保では，図書の発注や受け入れ等を体厳じました．
鏡波文学図書館の遺書の基準は．利用者側からは分からな
かったのですが．国書の購入にい〈っかパター ンがあって．そ
れによって基準が遣うということが分かりました．レファレンス
サー ビスでは．実際に剰用者の方に対応したのですが，ほとん
どが文献や酋文複写依頼だったことに購きました．依頼の刺用
者は院生が多かったのですが．こ＝まで利用者が多いとは思っ
ていなかったからです。とても便利なサー ビスだι想うので，私
も利用する樋舎があれば積極的に利用しようと思いました．
最後の三目聞は普段利用している図書館情報学園書館だっ 実習中の筆者（左）
たのですが．保存書庫や貴重書保管庫などは．普段行〈強会がありませんでした。そこで戦争を〈ぐり披けてき
た本を見つけることができそんな昔の本が．今自の前にあるζとにとても感動しました．図書館の基本的な役
割である資料の保存の大切さを，改めて感じました．
最後になりましたが， 3週間もの間T寧に親切に対応してくださった筑波大掌附周図書館の皆様に．お札を申
し上げたいと思います．購蓮だけでは得られない考え方や図書館の事情などを知ることができ．良い樋会を頂
けたと思います。本当に有蜂うございました。
（ささき・あきこ図書館情報事門学群3年）
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